
「 教師としての幸せ 」
伊丹市立総合教育センター

所長 太田 洋子

皆様こんにちは。このたび、伊丹市立総合教育センター

の所長として着任しました太田です。これから、総合教育セ

ンターの使命である「教職員の資質の向上」を目指し、力を

注いでまいりますのでよろしくお願いいたします。

さて、私は3月31日まで、中学校の教員としての日々を送

ってきました。退職の日が近づきなんとなく慌ただしい３月

のある日、市内の私立幼稚園の卒園式に出席しました。そこで、保育士をしている教え子

と出会ったのです。帰り際に、「先生の退職をお祝いしたいからってみんなを集めるね。」

と言ってくれました。

しばらくして、「3月31日に、なったから先生来てください。」との連絡がありました。30日

が金曜日だったので、その日のうちに学校の荷物をすべて片付け、最後となった勤務校と

のお別れは済ませました。そして31日、41歳になった教え子たちは、それぞれ、仕事のこ

と、子育てのことなど様々な悩みを抱えていました。でも、集まった時には、皆、中学時代

の姿に戻ります。いくつになっても同窓会とはそういうものなのです。中には東京や愛知

など遠方から駆けつけてくれた教え子もいました。

「先生、こんなことして怒られたよ」「あの時、先生にこんなふうに言ってもらった」と、私

はあまり覚えていないのですが、次々とそんなことを話してくれます。「その頃、みんなを

そんなに叱ったかな？」と言いながら楽しいひとときが過ぎていきました。一抹の寂しさの

残る教員最後の日を、私の教師としての分岐点となった30代の時に担任した教え子達と

過ごせる幸せに浸っていました。

帰りの電車の中でふと気づいたことがありました。「そうだ、私がたくさん叱ったというよ

りも、私がたくさん関わりを持った教え子たちが今日は集まってくれたんだ」と。そして、

「色んなことがあったけど、教師を続けていて本当によかった。」と心から思いました。こう

して、私の教員生活は終わりの時をむかえたのです。

今年も39名の新任教員を伊丹に迎えました。「さぁ頑張るぞ！」という意欲に満ちあふ

れています。子どもたちのことを本気で思い、本気で一緒になって汗をかいて毎日を過ご

す。その姿が子どもたちを変えるのです。

色々厳しい状況もあると思いますが、これからの伊丹の教育を担う先生方には、教師

の楽しさも感じてもらいたいと思います。でもそれは、すぐには来ないかもしれません。教

育の成果が出るのは、遠い未来かもしれませんから。

伊丹市立総合教育センターだより
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